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前
回
は
.
拾
い
読
み
を
克
服
す
る
た
町
に
は
、
二
音
を

一
単
位
と
す
る
「
音
節
量
」
の
原
理
、
こ
の
原
理
の
利
用

が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
を
お
話
し
ま
し
た

.
tと
え
ば
、

「
コ
プ
タ
」
‘

三
文
字
だ
が

「
プ
タ
」
で

一
ま
と
ま
り
.

「
コ
ワ
イ
」
も
「
ワ
イ
』
が
連
母
膏
.
四
文
字
の
『
オ
オ

キ
イ
」
も
「
オ
オ
」
が
長
音
で
、
こ
れ
ら
は
呼
気
遠
鏡
で

表
現
さ
れ
る
.
「
音
節
量
」
と
し
て
の
ま
と
ま
り
で
読
む
.

こ
れ
が
音
読
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
.
『
聴
写
」
は
こ
の
逆
で
、

文
字
の
世
界
へ
の
確
実
な
導
入
に
は
、
「
音
読
」
と

「聴

写
」
、
こ
れ
ら
の
機
会
を
し
っ
か
り
用
意
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
.
今
回
は
、
と
う
し
た
学
習
へ
の
移
行
に
あ
た
っ

て
の
手
指
の
機
能
.
構
え
と
し
て
の
「
機
能
的
肢
位
」
の

役
割
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
.
「
機
能
的
肢

位
」
で
の
書
字
の
学
習
が
、
音
節
を
文
字
に
分
解
し
た
り
、

予
備
庫
か
ら
孜
の
運
筆
パ
タ
ー
ン
を
引
き
出
し
た
り
、
こ

れ
ら
を
可
能
に
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
.

図
A
が
、
機
能
的
肢
位
.
回
外
で
も
囲
内
で
も
な
い
.

前
腕
の
半
囲
内
位
.
筋
活
動
の
エ
ヰ
ル
ギ
ー
を
最
少
に
し
、

か
つ
括
抗
筋
群
聞
の
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
状
態
を
用
意
.
鉛

筆
は
母
指
と
示
指
の
指
頭
、
中
指
の
外
側
面
で
把
持
.
こ

の
肢
位
が
‘
上
下
、
左
右
の
運
筆
パ
タ
ー
ン
を
随
意
に
引

き
出
す
こ
と
を
可
能
に
す
る
の
で
す
.
連
続
縄
跳
び
の
で

き
は
じ
め
る
子
ど
も
が
書
字
を
開
始
す
る
理
由
も
納
得
で

き
る
所
以
で
す
.

図
B
は
‘
か
な
文
字
指
導
の
順
番
(
須
田
清
三
「
く
・

り

・
こ
・
つ
・
し
・
す
・
ま
・
は
・
ほ

・
の
・
め
」
と
い

わ (第120号)んさ{第三種郵便物認可)(3) 

う
順
番
.
な
か
な
か
興
味
深
い
.
「
く
」
か
ら
教
え
る
の

は
.
向
き
が
ど
ち
ら
側
か
を
強
調
す
る
点
に
あ
り
‘
鏡
文

字
の
克
服
に
つ
な
が
る
と
宮
い
ま
す

.υ
内
に
元
に
な
っ

た
漢
字
・
万
葉
仮
名
を
付
記
.
草
書
体
に
く
ず
し
て
用
い

る
う
ち
に
現
代
の
よ
う
に
簡
略
化
(
平
安
時
代
).

「犠
能
的
肢
位
」
か
ら
み
て
き
わ
め
て
合
理
的
な
運
筆
パ

タ
ー
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
.

習
い
始
め
の
子
ど
も
が

E
の
よ
う
に
速
筆
す
る
か
.
図

C
に
.
呼
虫
、
心
電
、
筆
正
を
記
録
し
ま
し
た
.
呼
吸
は

流
速
ト
ラ
ン
ス
ジ
ュ

l
サ
で
計
測
.
上
が
呼
気
で
下
が
吸

気
.
A
3
サ
イ
ズ
の
四
点
に
荷
量
ト
ラ
ン
ス
ジ
ュ

l
サ
を

置
き
、
重
心
を
換
算
、
書
字
を
再
現
.
描
線
方
向
に
対
す

る
垂
線
は
ポ
リ
グ
ラ
フ
の
時
間
経
過
、
一
秒
ご
と
に
対
応
.

『
く
」
上
か
ら
下
へ
と
由
外
し
、
外
か
ら
下
へ
と
示
指

B.かな文字指導ω踊(項目、I!il ) 
⑨け(針)

⑩ 1ま{惇)
⑪の{乃}

⑫め{女)

⑤し(之)

⑤す(寸)

⑦ま(末)

⑥は(埠)

①<  (久)

②り{利)

③こ{己)
④つ (111) 

C.書字過程と呼吸位相(女、5歳6ヶ月)
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吸
電

圧

呼
心

筆
て

の
近

・
遠
位
の
両
指
節
間
関
節
の
周
巾
に
よ
る
速
筆
.
ゆ

っ
く
り
し
た
呼
気
と
同
期
.
最
初
の
運
筆
、
止
め
る
と
こ

ろ
で
呼
気
流
速
も
弱
く
な
り
‘

二
筆
目
と
と
も
に
呼
気
流

速
を
速
め
て
い
る
関
係
が
読
み
取
れ
ま
す
.

「り」

示一
指
、
指
節
間
関
節
の
伸
展
か
ら
屈
曲
を
基
本

と
す
る
運
筆
.
一

筆
目
は
外
側
、

二
筆
目
が
内
側
で
‘
上

か
ら
下
へ
と
回
外
さ
せ
て
描
く
.
聞
の
休
み
で
吸
気
.

「
と
」
一
筆
目
は
呼
気
.
二
繁
自
に
入
る
前
に
呼
気
を

入
れ
て

一
拍
ず
ら
し
、
吸
気
で
運
筆
.
外
か
ら
内
へ
の
団

内
動
作
.
水
平
な
ら
呼
気
だ
が
、
吸
気
動
作
が
自
然
.

『
の
」
上
か
ら
下

へ
と
回
外
し
、
指
関
節
を
伸
展
さ
せ
、

回
内
か
ら
回
外
へ
と
円
運
動
.
囲
外
、
囲
内
動
作
に
屈
曲
‘

伸
展
運
動
の
加
わ
っ
た
桔
抗
的
な
連
続
動
作
.
前
腕
半
田

内
位
の

「機
能
的
肢
位
」
な
ら
で
は
の
動
作
と
言
え
る
で

し
ょ
う
.
『め
」

『あ』

へ
と
続
く
理
由
が
納
得
.
全
般

的
傾
向
と
し
て
.
約
三
秒
間
の
呼
気
に
対
し

一
秒
弱
の
疲

気
.
運
筆
パ
タ
ー
ン
の
実
現
に
対
す
る
同
期
を
了
解
で
き

ま
す
.
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